
誕
生
寺
五
十
八
世

智
玄
院
日
諦
上
人
に
つ
い
て

-
人
格
と
信
行

-

内

藤

潮

洲

(
愛
知
県
円
頓
寺
住
職
)

は
じ
め
に

明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
と
い
う
大
渦
巻
の
中
に
多
く
の
傑
僧
が
出
た
。
我
が
宗
門
に
も
、
い
わ
ゆ
る
元
政
・
日
臨
・
日
輝
・
日
鑑
・
日

薩
・
自
修
の
先
哲
の
出
現
を
み
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
山
本
日
諦
上
人
は
、
幕
末
か
ら
明
治
中
葉
に
か
け
て
、
元
政
以
来
の
本
化
の
律
を
体
し
て
通
念
堅
固
の
道
を
歩
ん
だ
、

特
異
な
高
僧
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
諦
上
人
の
人
と
な
り
は
不
明
で
あ
る
。

日
諦
上
人
は
九
州
八
幡
の
農
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
の
死
が
仏
縁
と
な
っ
て
熱
烈
な
る
法
華
経
の
信
仰
に
青
く
ま
れ
、
途
中
、

法
難
に
会
い
な
が
ら
、
つ
い
に
小
湊
誕
生
寺
五
十
八
世
に
晋
ん
だ
。
北
は
宮
城
よ
り
関
東
・
山
陽
・
山
陰
・
九
州
に
わ
た
っ
て
二
十
数
力

寺
の
寺
院
を
創
立
し
た
。
弟
子
・
法
孫
に
依
る
縁
故
寺
院
に
至
っ
て
は
五
十
数
力
寺
に
及
ん
だ
。
元
政
の
遺
風
を
慕
い
、
そ
の
行
法
は
日

臨
の
「
屏
風
の
う
ら
う
ち
思
想
」
を
一
代
の
旗
じ
る
し
と
し
た
。
香
り
高
さ
清
風
法
勲
を
宗
門
に
残
し
乍
ら
、
宗
門
史
に
語
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
い
日
諦
上
人
は
、
生
前
に
は

「
今
日
蓮
」

と
称
さ
れ
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
世
に
顕
彰
し
う
べ
き
高
僧
で
あ
る
。

「
今
日
蓮
」

は
、
郷
土
人
が
誇
ら
し
げ
に
つ
け
た
名
で
は
な
い
。
身
延
の
瀧
山
で
死
身
修
行
し
た
日
諦
上
人
を
知
る
人
達
が
つ
け
た
呼
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称
で
あ
る
。
日
諦
上
人
こ
そ
は
、
廃
仏
毀
釈
・
神
道
復
古
の
嵐
の
中
で
、
元
政
以
来
の
本
化
律
に
よ
っ
て
法
華
経
の
再
興
を
計
ら
ん
と
し

た
傑
僧
で
あ
る
。

か
つ
て
東
洋
大
学
学
長
の
境
野
黄
洋
博
士
は
、
「
本
化
律
最
後
の
高
僧
と
云
う
よ
り
も
、
仏
教
界
最
後
の
戒
律
家
な
ら
ん
。
実
に
元
政
の

後
継
は
本
妙
、
本
妙
の
後
継
は
日
諦
、
日
諦
の
後
継
は
そ
の
人
を
未
来
に
伝
う
べ
き
の
み
」
と
い
い
、
池
上
本
門
寺
脇
田
亮
惇
上
人
は
、

「
日
諦
上
人
は
近
代
宗
門
の
僧
風
を
ビ
ッ
ク
リ
サ
セ
夕
方
だ
。
名
誉
世
慾
は
な
か
っ
た
事
は
、
小
湊
入
山
、
為
宗
会
事
件
で
天
下
に
証
明

せ
ら
れ
た
。
御
経
を
読
み
、
御
題
目
を
多
く
唱
え
、
持
律
修
行
と
云
う
こ
と
か
ら
、
二
、
三
百
年
の
宗
門
に
は
な
い
、
表
裏
の
な
い
人
で

あ
っ
た
」

と
評
し
て
い
る
。

ま
た
、
筆
者
師
父
高
崎
慈
海
は
、
望
月
日
謙
法
主
の
話
と
し
て
、
「
明
治
十
四
年
六
百
遠
忌
の
と
き
、
薩
師
は
管
長
、
鑑
師
は
法
主
に
し

て
導
師
と
説
教
を
交
互
に
身
延
山
に
於
い
て
つ
と
め
、
諦
師
は
小
湊
よ
り
来
た
る
姿
は
草
鞋
、
天
台
笠
、
麻
の
衣
に
麻
の
七
条
、
他
の
方
々

は
皆
紫
の
衣
に
緋
の
七
条
、
而
し
そ
の
諦
師
の
姿
の
方
が
余
程
神
々
し
く
見
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
し
、
青
年
時
代
に
諦
師
と
話
し
た
事

は
な
い
が
、
神
々
し
い
姿
を
拝
し
て
心
を
引
か
れ
た
も
の
だ
」
 
、
「
酒
井
管
長
は
諦
師
に
随
身
し
て
笠
を
か
ぶ
り
修
行
し
た
も
の
精
」
と
述

懐
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
北
山
本
門
寺
の
片
山
日
幹
上
人
の
尺
腰
に
、
「
小
袖
五
才
で
出
家
、
剃
髪
の
師
吉
川
体
全
上
人
よ
り
一
部
経
を
教
え
ら
れ
、
毎

晩
吉
川
日
鑑
上
人
、
山
本
学
静
日
諦
上
人
等
の
話
を
聞
く
も
、
何
分
幼
少
の
時
と
て
何
も
不
明
、
但
一
つ
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、
日
諦
上

人
瀧
山
修
行
中
非
常
な
御
威
力
の
故
、
蚊
も
日
諦
上
人
に
は
近
づ
か
ず
」
等
々
、
日
諦
上
人
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

し
か
し
日
諦
上
人
を
語
る
の
は
、
今
や
房
州
小
湊
と
、
甲
州
倉
ケ
平
瀧
山
の
人
々
で
あ
る
。
当
時
は
、
九
州
な
ど
で
は

「
日
諦
上
人
龍

潜
寺
」

と
い
わ
れ
た
。

日
諦
上
人
伝
に
つ
い
て
は
、
「
明
教
新
誌
」

「
遠
賀
郡
誌
」

「
八
幡
市
史
」

に
散
見
さ
れ
、
西
島
文
明
著
『
山
本
日
諦
師
小
伝
』
、
さ
ら
に

昭
和
二
十
九
年
龍
潜
寺
よ
り
発
刊
さ
れ
た

「
日
諦
上
人
伝
」

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
と
て
も
通
俗
性
は
免
れ
な
い
。
実
母
の
名
前
す
ら
も
記
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さ
れ
て
お
ら
ず
、
墓
碑
の
遷
化
月
日
の
誤
り
な
ど
が
あ
る
。

上
人
伝
の
編
纂
は
、
昭
和
九
年
十
二
月
七
日
龍
潜
寺
に
於
い
て
、
そ
の
発
願
法
要
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
中
断
し
、
ま
た
絵
伝
記
の

計
画
も
あ
っ
た
が
、
何
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
前
、
鏡
忍
寺
の
常
岡
智
光
師
が
、
上
人
伝
研
究
を
発
願
し
て
調
査
研
究
を

さ
れ
た
が
、
未
完
成
に
お
わ
り
、
そ
の
時
の
資
料
は
不
明
で
あ
る
。

筆
者
は
学
生
時
代
、
日
朝
鮮
人
帰
化
僧
小
湊
十
八
代
可
観
院
日
延
上
人
の
霊
跡
を
た
ず
ね
、
口
自
分
の
生
れ
た
立
宣
寺
の
元
の
所
在
地

を
甲
府
に
た
ず
ね
て
、
往
年
の
開
山
以
来
歴
代
の
奥
津
城
が
如
何
な
り
い
る
か
、
そ
の
歴
史
も
し
ら
べ
た
く
、
日
法
類
祖
日
諦
上
人
の
遺

顕
を
た
ず
ね
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。

上
人
、
遷
化
さ
れ
て
八
十
有
余
年
を
迎
え
る
。
こ
こ
に
今
、
少
し
上
人
の
行
跡
の
一
端
を
記
し
、
上
人
伝
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

日
諦
上
人
伝
を
善
く
に
当
っ
て
、
筆
者
の
師
父
が
三
十
年
来
記
録
し
た
も
の
、
日
諦
上
人
の
弟
子
大
知
正
敏
上
人
よ
り
お
聞
き
し
記
述

し
た
こ
と
、
日
諦
上
人
の
瀧
山
時
代
の
弟
子
の
楠
木
上
人
よ
り
お
聞
き
し
た
こ
と
や
、
収
集
し
た
資
料
、
さ
ら
に
は
信
者
佐
野
ト
ミ
、
四

条
与
喜
作
、
近
藤
朝
広
、
脇
田
尭
惇
と
親
交
の
あ
っ
た
信
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
等
が
基
本
資
料
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
、
日
諦
上
人
の
研
究

の
一
端
を
披
渥
す
る
は
、
日
諦
上
人
な
ら
び
に
師
父
高
崎
自
尊
上
人
の
ご
恩
に
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
諦
の
人
格

「
今
日
蓮
」
、
こ
れ
が
現
在
に
至
る
迄
、
日
諦
上
人
(
以
下
日
諦
と
略
称
す
)
に
対
す
る
尊
号
で
あ
る
。
日
諦
死
後
既
に
八
十
有
余
年
に
な

る
が
、
日
諸
の
法
孫
・
法
曽
孫
や
信
徒
の
子
孫
に
よ
る
逸
話
の
伝
承
は
、
今
だ
に
至
る
と
こ
ろ
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

開
山
寺
の
龍
潜
寺
に
於
い
て
も
、
通
称
「
日
諦
さ
ん
」
と
云
っ
て
、
寺
名
は
云
わ
な
い
位
で
あ
る
。
他
宗
門
の
者
で
も
、
郷
土
人
は
履

物
の
上
に
手
を
つ
い
て
土
下
座
を
し
て
迎
え
た
者
が
多
々
あ
っ
た
と
い
う
。
日
諸
は
、
「
本
門
の
大
律
師
」
「
生
仏
に
異
な
ら
辛
「
世
に
道

徳
の
間
へ
高
さ
小
湊
日
諦
教
正
」
「
終
い
に
今
日
蓮
の
栄
誉
を
も
得
た
る
人
」
「
再
生
日
蓮
」
「
再
生
書
聖
「
今
日
薄
」
等
と
称
せ
ら
れ
、
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宗
内
の
み
な
ら
ず
宗
外
一
般
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

へ
く
J

目
薩
は
日
諸
を
評
し
て
、
「
学
静
師
は
謹
厳
だ
。
御
守
り
札
を
作
り
乃
至
は
御
宝
前
の
荘
厳
を
司
っ
て
見
直
す
に
及
ぼ
車
と
語
っ
た
。

文
久
三
年
、
日
諸
は
二
十
二
才
の
時
に
鶏
渓
精
舎
を
辞
し
て
持
律
堅
固
の
大
事
院
日
軌
に
従
っ
た
。
こ
れ
は
、
余
り
の
厳
粛
な
人
格
の

故
に
、
日
薩
の
心
使
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
日
薩
の
師
大
事
院
が
持
律
家
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
に
よ
り
日
薩
と
日
諦
は
法
兄
弟

▲
h
重

訂
‖
‖
‖
牛

の
契
を
結
ん
精
。

瀧
山
時
代
の
日
諦
は
、
常
に
読
経
・
唱
題
に
ふ
け
り
、
四
条
庄
右
衛
門
は
遂
に
偽
僧
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
そ
の
有
様

「
ヽ
J

は
、
倉
ケ
平
の
住
人
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
後
日
、
「
日
諦
は
唱
題
錬
成
の
近
代
の
祖
で
あ
辛
と
評
さ
れ
た
。
生
活
の
し
ぐ
さ
は
ま
さ
に
良
寛

の
如
き
風
格
さ
え
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
そ
う
し
た
日
諦
を
、
四
条
与
喜
作
は
、
日
諦
の
た
め
に
宿
泊
の
部
屋
を
作
っ
て
も
て
な
し
た
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
身
延
の
周
辺
で
、
「
今
日
蓮
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
瀧
山
山
籠
四
年
後
、
日
諦
二
十
九
才
の
時
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
小
湊
誕
生
寺
住
職
特
選
と
な
り
、
視
と
し
て
心
性
院
日
遠
の
二
十
五
条
袈
裟
が
身
延
山
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。
小
湊
で
は
、

「
山
規
を
改
良
し
、
堂
塔
を
修
築
し
、
就
中
、
同
山
の
基
礎
を
開
け
る
等
、
通
れ
僧
侶
の
本
分
を
尽
し
た
る
事
は
、
実
際
に
徴
し
て
明
確

な
り
。
看
よ
看
よ
、
土
人
は
今
に
師
を
尊
ぶ
と
宗
祖
の
如
く
師
を
慕
う
こ
と
、
赤
子
の
慈
母
に
於
げ
ろ
が
如
く
な
る
」
(
「
日
宗
新
報
」
)
と
評

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
「
本
山
住
職
を
指
つ
る
こ
と
、
弊
履
を
棄
つ
る
が
如
く
し
て
高
踏
隠
退
せ
し
も
の
な
り
」
と
誕
生
寺
を
退
い
た
。

そ
の
態
度
は
、
本
化
律
の
僧
道
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
諸
の
侶
淡
寡
欲
は
、
明
治
二
十
三
年
二
月
十
九
日
に
池
上
本
門
寺
住
職
特
選
の
時
も
、
同
窓
の
久
保
田
日
亀
と
争
う
を
望
ま
ず
、

こ
れ
を
固
辞
し
て
受
け
ず
、
そ
の
勇
退
の
志
こ
そ
、
宗
門
人
の
賞
讃
と
す
る
に
足
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
池
上
本
門
寺
住
職
特
選
任
命
取
消

の
使
者
と
し
て
、
宗
務
院
よ
り
久
保
田
日
達
を
九
州
の
龍
潜
寺
に
派
遣
し
、
該
件
取
消
の
旨
を
聞
く
や
、
日
諦
は
容
貌
自
若
と
し
て
、
「
本

門
寺
に
行
た
と
云
ふ
も
因
縁
、
龍
潜
寺
に
止
る
と
云
ふ
も
因
縁
、
総
て
是
れ
因
縁
に
任
せ
た
る
身
な
れ
ば
、
進
退
動
静
元
よ
り
心
を
動
か

す
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。
故
に
予
に
於
て
は
一
場
の
夢
の
如
く
書
も
意
に
介
せ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
当
局
諸
氏
に
於
て
決
し
て
彼
是
と
心
配
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し
賜
わ
ざ
る
様
復
命
あ
り
た
し
」
と
云
っ
た
。
こ
の
経
緯
の
報
告
は
久
保
田
日
通
か
ら
三
村
自
修
に
知
ら
さ
れ
、
自
修
か
ら
日
通
宛
の
書

中
の
‖
‖

上
人
こ
、

極
々
迷
惑
な
る
季
節
に
遠
路
被
罷
越
御
大
労
至
極
。
一
昨
日
奥
津
よ
り
の
端
書
に
よ
れ
ば
、
山
本
日
諦
に
於
て
も
墓
も
不
満
の
色
な

く
快
々
然
回
答
書
も
被
差
越
候
由
真
に
致
安
心
候
。
嫌
々
御
疲
労
察
入
候
。

五
月
十
一
日

久
保
田
僧
都
殿

と
あ
る
。
こ
れ
等
、
日
諦
の
池
上
本
門
寺
住
職
特
選
取
消
に
及
ん
だ
態
度
に
つ
い
て
、
「
日
宗
新
報
」
は
、
「
宏
量
海
の
如
く
喬
落
不
覇
の

方
な
れ
ば
、
是
等
の
こ
と
之
よ
り
歯
牙
に
か
け
賜
う
へ
さ
に
あ
ら
す
と
は
、
記
者
も
想
像
せ
し
慶
な
る
が
、
心
淵
の
潔
白
は
更
に
一
層
の

光
釆
を
放
っ
て
灼
々
た
り
と
」

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
池
上
事
件
後
は
、
終
生
龍
潜
寺
に
滞
在
し
寺
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
父
母
の
命
日
に
は
、
弟
子
を
連
れ
て
墓
参
、
半
日
読

経
し
、
秋
な
ど
は
提
灯
を
も
っ
て
農
作
業
の
手
伝
等
を
し
て
い
た
。
ま
た
母
方
で
あ
る
上
野
兼
秀
の
家
に
日
諦
の
手
紙
が
な
い
の
は
、
近

く
に
病
家
あ
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
ち
ぎ
り
て
御
符
に
し
て
飲
ま
し
た
か
ら
だ
と
い
ゝ
莞
l

明
治
三
十
四
年
、
弟
子
及
び
信
徒
に
よ
っ
て
、
『
還
暦
祝
詞
集
』

が
出
版
さ
れ
た
。
日
諸
の
人
物
に
関
す
る
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
と
、

廿
一
年
偶
我
宗
有
為
宗
同
盟
之
事
也
。
大
有
所
感
爾
来
拗
世
事
而
庵
居
一
室
朝
諦
経
夕
入
三
昧
爛
霞
之
友
風
月
之
娯
更
無
余
事
実
。
鳴

呼
上
人
始
自
隠
栖
峡
陽
春
秋
幾
裏
葛
苦
節
堅
操
未
以
改
山
林
之
操
宣
載
。
人
呼
再
生
日
蓮
実

ち
な
み
に
、
日
諸
の
書
体
に
つ
い
て
云
え
ば
、
師
の
文
字
ほ
ど
、
年
代
的
に
書
体
の
相
違
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
人
も
少
な
い
。
こ
と

に
、
瀧
山
時
代
の
日
諸
の
文
字
は
、
苦
修
練
行
そ
の
ま
ま
の
侵
し
難
さ
尖
光
が
感
じ
ら
れ
る
。
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日
諦
の
学
問

日
諦
が
、
充
治
園
に
学
び
、
更
に
歩
を
進
め
て
鶏
渓
精
舎
に
研
鎖
し
、
甲
州
瀧
山
で
の
修
行
を
前
に
、
清
澄
奥
之
院
豆
原
祖
師
堂
で
誓

願
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
僧
風
が
頼
廃
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

日
諦
の
一
貫
し
た
思
想
は
、
一
つ
に
宗
門
の
行
儀
覚
醒
、
二
に
は
孝
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
元
政
を
慕
い
、
行
法
は
日
臨
に
学
ん
だ

の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
殊
に
、
日
常
の
清
規
に
至
っ
て
は
、
「
草
山
清
規
」

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

法
衣
は
絹
布
毛
織
物
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
龍
潜
寺
よ
り
出
さ
れ
た
『
日
諦
伝
』
に
詳
し
い
。
即
ち
、
「
法
衣
は
略

装
が
キ
ャ
ラ
コ
か
若
し
く
は
麻
の
十
六
膝
の
本
衣
で
、
正
装
は
越
後
縞
の
裾
珍
裾
で
、
色
は
い
ず
れ
も
鼠
で
あ
る
。
袈
裟
は
、
外
出
途
上

又
は
屋
内
常
時
は
麻
の
木
欄
色
の
五
条
で
、
法
要
は
悉
く
茶
の
七
条
で
あ
っ
た
。
特
別
法
要
は
、
越
後
縞
の
濃
茶
色
の
二
十
五
条
い
ず
れ

も
元
政
流
の
環
掛
け
で
紐
結
び
は
全
然
見
ら
れ
ぬ
。
所
持
の
二
十
五
条
の
内
で
最
も
大
切
に
さ
れ
た
焦
茶
色
の
古
色
を
帯
び
た
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
心
性
遠
師
の
御
着
用
の
遺
物
で
あ
っ
た
。
着
物
は
真
岡
木
綿
若
し
く
は
キ
ャ
ラ
コ
、
夏
は
麻
で
帯
は
白
の
小
倉
織
の
角

帯
、
そ
の
数
も
至
っ
て
僅
少
で
簡
素
の
極
み
で
あ
る
。
こ
の
内
肌
に
着
く
稲
梓
・
足
袋
等
は
こ
と
ご
と
く
自
ら
洗
濯
し
て
人
手
を
煩
わ
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
夜
具
は
白
木
綿
、
蚊
張
は
白
麻
で
あ
っ
た
」

と
話
述
さ
れ
て
い
る
。

小
湊
時
代
も
、
色
衣
は
使
用
せ
ず
、
旅
行
姿
は
天
台
笠
・
錫
杖
・
清
浄
衣
・
草
鞋
と
い
う
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
二
人
の
弟

子
を
失
い
、
た
と
え
ば
孝
木
目
到
の
病
気
の
時
な
ど
は
危
篤
で
あ
っ
て
も
、
五
時
に
は
女
人
を
下
山
さ
せ
て
い
る
。
法
要
時
の
散
華
は
、

椿
の
葉
や
日
蓮
聖
人
の
蘇
生
の
本
尊
を
縮
刷
し
た
も
の
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
は
亡
き
母
を
思
っ
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
二
十
一
年
、
日
薩
が
病
床
に
つ
く
や
、
日
諸
は
九
州
よ
り
上
京
し
、
最
後
の
報
恩
の
た
め
看
護
を
つ
く
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
西

島
文
明
は
、
「
二
十
一
年
秋
に
薩
上
の
病
を
池
上
に
示
す
や
、
其
恩
義
を
併
せ
荷
ふ
の
故
を
以
て
千
里
報
を
聞
て
起
ち
、
昼
夜
兼
行
し
て
東

上
し
、
其
湯
薬
に
侍
し
て
看
護
至
ら
ざ
る
な
し
」

と
記
し
て
い
る
。
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日
薩
が
滅
し
て
、
日
諸
は
、
七
日
毎
に
法
華
戯
法
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
尽
七
日
忌
の
法
会
に
は
、
日
薩
の
遺
品
木
欄
色
越
後
縞
の
裾

珍
裾
に
、
同
色
同
地
質
の
二
十
五
条
を
着
用
し
た
。
こ
の
時
、
使
用
さ
れ
た
戯
法
塔
は
日
諦
十
年
間
の
修
行
成
満
祝
い
に
日
薩
よ
り
送
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
為
宗
会
と
同
盟
会
の
対
立
す
る
中
、
池
上
本
門
寺
住
職
特
選
を
固
辞
す
る
も
、
管
長
三
村
自
修
や
久
保
田
日
通
等
の
懇
請
に

よ
っ
て
、
や
む
な
く
受
諾
す
る
が
、
池
上
側
の
反
対
に
会
い
断
念
す
る
に
至
る
。
恐
ら
く
、
受
・
不
受
の
事
件
か
ら
教
訓
と
し
て
学
ん
だ

日
請
の
「
屏
風
の
裏
打
ち
」
的
な
考
え
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
『
還
暦
賀
誌
』

に
は
、
「
二
十
一
年
偶
我
宗
有
為
宗
同
盟
之
事
也
。
大
有

所
感
爾
来
拠
世
事
而
庵
居
一
室
朝
諦
経
夕
入
三
昧
爛
霞
之
友
風
月
之
娯
更
無
余
事
実
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
池
上
特
選
を
辞
退
し
た
日
諸

の
決
断
は
、
賢
明
な
選
択
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
旦
講
の
読
し
た
日
蓮
聖
人
遺
文
は
、
『
報
恩
抄
』
『
如
説
修
行
抄
』
『
聖
愚
問
答
抄
』
『
清
正
公
御
書
』
等
で
あ
り
、
『
如
来
秘

蔵
録
』

『
草
山
要
路
』

『
草
山
清
規
』

『
仏
教
要
義
』
等
を
座
右
の
書
と
し
て
い
た
。

日
請
は
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

千
岳
万
峯
春
色
鮮

千
時
採
蕨
養
績
年

世
人
楽
歓
景
公
高

書
慕
首
陽
山
下
賢

こ
れ
は
、
瀧
山
時
代
の
詩
で
あ
る
が
、
内
容
よ
り
し
て
、
不
受
僧
が
、
我
が
門
流
は
周
の
粟
を
食
は
ず
、
寧
ろ
首
陽
山
に
飢
う
る
に
如

か
じ
と
、
い
っ
て
自
害
し
た
り
無
宿
者
と
な
っ
て
徳
川
の
法
網
を
免
れ
た
心
境
を
日
諦
も
遵
守
す
る
覚
悟
の
詩
で
あ
ろ
う
。
明
治
五
年
の

戸
籍
法
に
よ
っ
て
、
僧
侶
に
苗
字
を
名
乗
ら
し
め
た
こ
と
は
、
不
受
不
施
事
件
と
同
じ
よ
う
に
死
を
も
っ
て
如
法
の
戒
律
を
守
る
日
諦
に

は
、
堪
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

大
体
、
僧
侶
と
尼
僧
は
「
出
家
」

で
あ
っ
て
、
そ
の
文
字
の
示
す
如
く
家
を
出
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
苗
字
即
ち
姓
氏
な
る

も
の
の
あ
る
べ
き
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
出
家
以
前
に
は
貴
名
氏
又
は
三
国
氏
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
出
家
し
た
以
上
は
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貴
名
氏
又
は
三
国
氏
の
日
蓮
で
は
な
い
。
棒
日
蓮
か
沙
門
日
蓮
で
あ
る
。

日
諸
が
山
梨
県
権
令
藤
村
紫
朗
に
、
「
鴫
呼
遁
世
無
籍
の
罪
か
か
る
所
な
し
。
願
は
く
は
国
政
の
仁
恵
を
以
て
山
僧
等
の
僧
道
に
相
叶
い

候
様
、
御
処
置
降
さ
れ
候
は
ば
、
縦
令
身
命
に
相
及
び
候
と
も
本
懐
の
至
り
に
奉
存
候
。
蓋
し
身
命
は
軽
く
仏
制
は
重
き
故
也
」
と
い
っ

て
、
獄
舎
に
拘
禁
さ
れ
、
筈
刑
に
会
う
も
、
元
よ
り
覚
悟
の
上
で
あ
っ
た
。

後
に
、
日
諦
は
、
「
目
諦
は
国
に
楯
突
い
た
の
で
も
県
令
に
反
対
す
る
の
で
も
な
い
。
私
の
心
で
政
治
を
す
る
こ
と
を
悟
ら
せ
た
い
の

だ
。
そ
れ
で
こ
の
法
滅
尽
の
時
に
坊
さ
ん
に
目
を
醒
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ん
。
官
を
恨
ま
ず
、
僧
の
自
業
自
得
で
す
。
而
し

O
J

官
吏
の
誤
り
は
毒
鼓
の
緑
を
結
ぶ
こ
と
も
、
そ
れ
こ
そ
法
難
と
し
て
受
け
て
よ
早
と
語
っ
た
。
日
諦
は
折
伏
に
出
た
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
、
日
諸
は
、
瀧
山
修
行
中
、
ま
だ
念
仏
信
仰
者
で
あ
っ
た
両
親
に
本
尊
並
び
に
法
華
経
を
授
与
し
入
信
を
促
し
て
い
る
。
実

父
の
法
華
入
信
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「
信
徒
一
同
之
随
喜
も
愈
増
進
候
由
は
乍
陰
法
喜
仕
候
。
就
て
は
尊
父
初
信
徒
の
者
よ
り
別

紙
目
録
の
通
香
糧
御
恵
投
黍
受
納
候
御
序
に
可
然
御
通
声
可
被
下
候
」
と
い
う
、
日
薩
よ
り
日
諦
宛
の
書
状
か
ら
、
明
治
七
年
前
後
で
は

あ
る
ま
い
か
。

日
諸
の
学
問
を
要
約
す
れ
ば
、
『
草
山
集
』
を
身
に
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
云
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
日
諦
晩
年
の
池
上
事
件
や
為

宗
同
盟
論
争
を
契
機
に
、
そ
の
渦
中
に
入
る
こ
と
な
く
一
途
に
元
政
の
行
規
を
守
り
、
日
臨
の
「
屏
風
の
裏
打
ち
」
的
な
態
度
は
、
そ
れ

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
影
響
は
ま
た
、
本
尊
染
筆
に
も
現
わ
れ
、
明
治
二
十
年
三
月
八
日
の
里
奈
羅
に
は
、
「
草
山
元
政
日
燈
上

人
」

と
記
入
さ
れ
て
い
る
。

日
諦
の
信
行

龍
潜
寺
の
三
門
に
、
「
諸
悪
実
作
、
請
書
奉
行
」
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
日
諦
の
一
代
の
信
行
、
生
涯
を
貫
い
た
修

行
で
あ
っ
た
。
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「
諸
悪
実
作
」
即
ち
止
持
戒
で
あ
り
、
日
諦
は
こ
れ
を
常
行
と
別
行
に
分
け
、
更
に
別
行
を
精
進
行
と
別
行
に
分
け
て
修
行
し
た
。
精

進
行
は
瀧
山
及
び
荒
谷
に
か
け
て
の
十
年
間
で
あ
り
、
こ
の
間
に
別
行
を
時
々
行
っ
て
い
る
。
常
行
は
生
涯
中
断
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
請
書
奉
行
」
即
ち
作
持
戒
で
あ
り
、
こ
れ
は
常
行
・
別
行
の
区
別
な
く
終
生
で
あ
っ
た
。

日
諦
は
、
瀧
山
を
追
わ
れ
て
故
郷
に
向
う
途
中
、
玉
沢
の
境
政
院
日
揮
に
親
愛
す
る
が
、
日
揮
は
、
「
師
が
持
戒
行
縛
に
陥
る
を
免
が
れ

ず
と
、
因
て
本
尊
を
写
し
諸
法
従
本
来
の
句
を
害
し
て
之
に
輿
え
て
云
く
此
利
刀
を
以
て
彼
の
戒
縛
を
解
け
」
と
云
っ
た
と
こ
ろ
、
日
諦

は
、
「
大
に
感
情
し
之
よ
り
大
に
有
縁
の
徒
を
教
化
す
」
と
記
し
と
ど
め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
諦
の
戒
は
所
謂
戒
縛
で
は
な
か
っ
た
。
確

か
に
、
始
め
は
信
を
守
る
方
便
と
し
て
の
修
行
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
信
よ
り
出
で
た
る
戒
に
し
て
信
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
信
行
こ
そ
は
、

長
題
目
(
唱
題
修
行
)
よ
り
出
で
た
る
戒
で
あ
っ
た
。
戒
縛
に
あ
ら
ず
故
に
日
曜
と
意
見
が
異
な
り
、
戒
を
離
れ
ず
故
に
、
終
に
日
揮
の
本

尊
は
拝
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
諸
の
唱
題
は
、
「
南
無
妙
法
」
で
一
区
切
り
し
、
次
に
「
蓮
華
経
」
と
唱
え
る
長
題
目
で
あ
っ
た
。
読
経
の
時
は
木
魚
を

用
い
て
、
木
鉦
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
草
山
の
儀
式
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
諸
の
信
行
は
、
元
政
・
日
臨
の
跡
を
継
い
で
い
る
が
、
更
に
は
、
釈
尊
の
成
立
以
前
の
修
行
を
現
代
に
意
味
を
も
た

せ
て
、
普
賢
経
の
実
行
者
と
し
て
の
自
覚
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
瀧
山

で
の
特
別
行
が
勃
発
品
の
中
の
二
十
一
日
、
普
賢
経
の
四
十
九
日
、
そ
し
て
昼
夜
六
時
の
戯
法
会
等
を
参
考
に
修
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。

日
講
の
弟
子

日
諸
の
弟
子
は
、
八
十
名
を
越
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
門
下
法
縁
寺
院
は
五
十
数
力
寺
あ
り
、
「
諦
師
法
縁
」
と
し
て
存
続
し

て
い
る
。
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数
多
く
あ
る
弟
子
の
中
で
、
諦
門
の
十
上
座
と
し
て
、
日
通
は
行
儀
第
一
、
日
普
は
智
信
と
門
長
第
一
、
日
秀
は
学
解
説
法
第
一
、
日

間
い
り

唱
は
声
明
文
筆
第
一
、
日
兄
は
護
法
第
一
と
い
わ
れ
て
い
色
目
兄
は
、
自
分
の
財
産
を
全
て
龍
潜
寺
に
寄
進
し
て
維
持
復
興
に
大
い
に

寄
与
し
て
い
る
。
又
、
日
普
は
、
食
事
の
時
に
御
膳
の
す
み
に
皿
を
置
い
て
十
粒
程
の
御
飯
を
も
り
、
二
カ
所
御
初
穂
を
並
べ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、
父
母
と
共
に
食
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
師
日
諦
の
孝
養
の
影
響
に
よ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

晩
年
、
日
諸
は
多
く
の
弟
子
が
い
た
が
、
「
弟
子
が
多
す
ぎ
る
と
思
う
か
し
ら
ん
が
、
魚
の
子
は
多
け
れ
ど
も
魚
と
な
る
は
少
な
い
」
と

語
っ
た
と
い
う
。
事
実
、
日
諦
自
身
、
苦
行
の
相
続
は
求
め
難
し
と
思
わ
れ
た
れ
ど
も
、
妻
帯
・
酒
・
タ
バ
コ
・
肉
食
は
最
後
迄
許
さ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
守
っ
た
も
の
は
、
修
行
中
倒
れ
た
弟
子
を
除
い
て
は
、
日
通
・
吉
沢
日
祥
ほ
か
数
人
で
あ
っ
た
。

弟
子
の
森
目
元
は
、
故
郷
の
宮
城
県
に
、
長
光
寺
を
創
立
し
、
開
山
に
日
諸
を
迎
え
、
ま
た
教
育
普
及
の
た
め
学
校
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
「
日
宗
新
報
」
は
、
「
宮
城
県
下
登
米
郡
長
光
寺
住
職
森
目
元
師
は
、
元
来
扶
宗
家
に
て
、
か
つ
て
同
地
方
の
曹
洞
宗
の
み

を
以
て
固
続
せ
ら
れ
、
本
宗
寺
院
の
な
き
を
夏
へ
て
、
同
地
の
熱
信
者
た
り
し
森
栄
三
郎
氏
と
同
心
裁
力
し
て
梵
刹
建
立
に
着
手
せ
り
。

栄
三
郎
氏
は
業
を
竣
へ
ず
し
て
不
幸
に
も
泉
客
と
な
り
し
も
、
未
亡
人
は
良
人
の
遺
志
を
継
い
て
目
元
師
を
翼
け
、
遂
に
今
の
長
光
寺
を

建
立
せ
ら
れ
し
。
趣
な
る
か
目
元
師
は
更
に
学
校
設
立
の
志
を
起
し
、
昨
廿
二
年
、
学
校
を
組
織
し
且
つ
自
ら
も
哲
学
教
授
を
担
任
し
、

外
土
着
の
良
教
師
を
鴫
し
て
頻
に
教
育
普
及
に
憤
励
し
居
ら
る
る
」

と
記
し
て
い
る
。

日
諦
の
信
徒

日
諦
の
本
格
的
な
伝
道
は
、
明
治
九
年
十
二
月
八
日
の
苦
修
練
行
成
満
以
後
で
あ
る
が
、
既
に
瀧
山
時
代
に
熱
烈
な
信
者
は
相
当
数
に

上
っ
た
。
特
に
井
出
村
は
、
自
宗
の
み
な
ら
ず
他
宗
徒
も
含
め
全
村
挙
げ
て
帰
依
す
る
に
至
っ
た
。

瀧
山
で
の
最
初
の
信
者
は
、
日
諦
を
身
延
山
三
光
堂
よ
り
倉
ケ
平
の
瀧
山
に
案
内
し
た
、
四
条
庄
右
衛
門
・
同
文
右
衛
門
・
同
幸
八
の

三
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
最
初
か
ら
日
諸
に
帰
依
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
素
姓
す
ら
判
ら
な
い
一
修
行
僧
に
対
し
て
、
始
め
は
半
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信
半
疑
で
あ
っ
た
が
、
昼
夜
常
に
唱
題
と
水
行
す
る
姿
を
み
て
、
遂
に
帰
依
す
る
に
至
っ
た
人
達
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
帰
依
す
る
者
が
多
く
な
り
、
そ
れ
は
倉
ケ
平
か
ら
寄
畑
・
井
出
村
へ
と
広
が
り
、
従
来
の
堂
字
で
は
狭
く
、
明
治
四

年
、
山
を
切
り
開
い
て
堂
宇
・
居
間
・
学
問
所
三
棟
を
完
成
、
こ
こ
で
毎
月
八
日
に
礼
法
華
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
堂
芋

は
狭
く
、
外
に
麺
を
敷
き
詰
め
た
位
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
当
時
の
信
者
の
孫
や
曽
孫
に
よ
っ
て
語
り
継
が
・
れ
、
守
り
継
が
れ
て
追
慕

す
る
者
が
あ
る
が
、
日
諦
の
教
化
が
熱
烈
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
日
諸
は
戸
籍
法
に
よ
る
俗
籍
に
入
る
こ
と
を
拒
否
し
、
つ
い
に
故
国
前
田
村
に
強
制
送
還
さ
れ
て
い
く
が
、
渇
仰
の
念
は
消

ゆ
る
こ
と
な
く
、
瀧
山
の
信
徒
達
は
日
諦
を
木
像
に
し
て
安
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
瀧
山
の
日
請
の
木
像
は
、
誕
生
寺
の
宗
祖
像
を
塗

ハ
‖
〕

り
替
え
た
仏
師
奥
村
雲
間
の
作
で
、
鼠
色
麻
の
衣
に
木
欄
色
の
七
条
を
つ
け
て
い
な
。

ま
た
、
日
諦
滅
後
は
分
骨
を
安
置
し
、
瀧
山
に
墓
碑
を
建
立
し
、
現
在
、
村
人
に
よ
っ
て
二
十
二
日
の
命
日
(
旧
暦
)
に
は
、
偲
ば
れ
て

お
り
、
信
慕
の
念
は
脈
々
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
諦
の
分
骨
安
置
は
、
明
治
三
十
八
年
八
月
の
遺
弟
藤
巻
日
道
の
納
骨
表

に
よ
れ
ば
、
自
適
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
九
州
に
お
け
る
日
諦
の
活
動
は
、
送
還
後
直
ち
に
学
舎
を
お
こ
し
て
い
る
。
瀧
山
か
ら
は
藤
巻
自
適
・
佐
野
慈
海
の
他
、
四

条
文
右
衛
門
の
子
も
出
家
し
、
字
を
慈
貞
と
称
し
、
墓
も
龍
潜
寺
に
あ
る
。
又
、
外
護
の
弟
子
と
な
っ
た
佐
野
正
憲
ト
ミ
夫
妻
は
、
日
諦

の
後
を
九
州
ま
で
追
っ
て
来
、
日
諦
の
別
行
に
一
度
奉
仕
し
て
帰
郷
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
日
諦
は
佐
野
夫
妻
に
、
「
私
に
会
い
た
い
時

は
、
瀧
山
に
行
っ
て
御
題
目
を
唱
え
よ
。
私
は
座
と
る
ぞ
」

と
慰
め
た
。

こ
の
佐
野
夫
妻
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
七
年
の
「
妙
法
新
誌
」

に
次
の
よ
う
な
紹
介
記
事
が
あ
る
。

愛
に
有
り
が
た
き
信
男
信
女
と
も
謂
う
べ
き
山
梨
県
下
西
八
代
郡
栄
村
の
佐
野
正
憲
夫
婦
に
て
、
正
憲
は
十
八
九
才
の
頃
よ
り
戸
長

を
務
め
居
り
し
が
二
十
才
の
時
、
日
諦
上
人
瀧
山
御
籠
居
の
柳
屡
上
人
を
訊
ひ
奉
り
親
く
教
誠
を
蒙
り
、
爾
来
怠
慢
な
く
妙
行
を
修

し
、
朝
夕
の
勤
行
は
勿
論
或
時
は
終
日
妙
経
を
転
読
し
、
或
時
は
終
夜
御
妙
判
に
眼
を
さ
ら
し
、
惟
た
清
浄
の
行
を
な
す
の
み
を
我
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楽
み
と
な
し
、
上
人
に
親
愛
し
進
ら
す
る
こ
と
、
凡
そ
七
年
な
り
。
然
る
に
其
妻
何
某
も
、
亦
夫
に
劣
ら
ざ
る
質
直
の
者
に
し
て
常

に
夫
の
教
誠
を
守
り
、
諸
倶
に
朝
夕
妙
経
の
読
諦
を
も
な
し
居
り
往
て
は
二
人
供
出
家
に
な
ら
ん
心
懸
な
る
よ
し
な
れ
ど
も
、
未
だ

時
至
ら
ざ
る
と
見
え
、
優
婆
塞
優
姿
夷
と
呼
ば
れ
て
心
の
望
も
遂
げ
ず
う
ち
暮
し
け
る
が
、
此
種
目
諦
上
人
西
海
に
於
て
宗
学
所
を

建
立
遊
ば
さ
れ
し
と
聞
き
、
伊
呂
波
教
訓
と
い
へ
る
者
を
作
り
同
上
人
に
奉
り
し
。

明
治
十
年
十
二
月
八
日
付
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
連
月
説
教
日
信
徒
有
志
喜
捨
米
奉
納
者
」

と
し
て
二
百
十
人
の
人
数
が
既
に
参
集
し
、

龍
潜
寺
復
興
後
は
、
百
五
十
戸
位
の
檀
家
が
龍
潜
寺
数
十
人
の
生
活
を
維
持
世
話
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
日
諸
に
帰
依

す
る
者
多
く
、
県
下
は
言
う
に
及
ば
ず
、
山
口
・
広
島
・
大
分
方
面
ま
で
教
線
は
拡
大
し
、
「
九
州
と
云
え
ば
日
諦
、
日
諦
と
云
え
ば
龍
潜

寺
」

と
云
わ
れ
る
程
、
盛
況
を
呈
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
っ
た
。

も
と
よ
り
日
諦
一
代
の
思
想
の
背
景
に
は
、
本
妙
日
臨
の

「
屏
風
の
裏
打
ち
」
的
な
態
度
が
主
眼
と
し
て
あ
る
。
然
る
に
日
薩
に
対
し

て
は
、
充
治
園
以
来
恩
師
同
様
の
間
柄
で
あ
り
、
ま
た
鶏
渓
精
舎
で
も
学
ん
で
お
り
、
日
薩
の
小
湊
誕
生
寺
住
職
の
要
請
は
固
辞
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
時
に
日
薩
は
、
明
治
八
年
の
本
山
会
議
に
於
い
て
、
人
材
登
用
主
義
を
採
用
し
、
法
縁
・
法
臓
・
年
令
の
如
何
に

拘
泥
し
な
い
こ
と
を
決
議
し
、
法
類
閥
を
打
破
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
於
い
て
、
日
薩
は
日
諦
を
小
湊
特
選
に
推
挙
す
る
も
、
日
諦

は
固
辞
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
宗
運
の
挽
回
に
係
る
重
大
時
に
、
止
む
な
く
日
諦
は
小
湊
誕
生
寺
住
職
の
特
選
を
受
講
し
た
の
で
あ
る
。

日
薩
は
、

何
に
致
し
諸
本
山
麓
正
の
首
に
候
得
は
大
に
宗
風
作
振
の
大
基
礎
と
も
相
成
候
事
故
万
障
御
差
損
合
是
飛
御
住
職
被
下
度
左
す
れ
ば

後
進
輩
の
策
励
に
も
相
成
且
つ
信
徒
の
輩
も
一
段
階
吉
相
増
し
宗
門
の
一
美
事
与
相
心
得
候
故
遅
疑
な
く
御
飛
錫
願
上
偏

と
、
再
三
誕
生
寺
入
寺
を
促
し
て
い
る
。

小
湊
時
代
の
日
諦
は
、
房
州
は
も
と
よ
り
関
東
一
帯
に
法
雨
を
降
ら
し
、
渇
仰
の
信
徒
は
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
小
湊
・

小
松
原
で
は
、
日
諦
の
法
勲
行
跡
を
追
慕
し
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
事
実
、
日
諦
の
本
尊
が
相
当
数
現
存
す
る
。
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晩
年
に
、
『
日
諦
上
人
還
暦
祝
詞
集
』
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
誕
生
寺
を
退
山
し
て
二
十
年
近
く
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
小
湊
地
方
の
信
徒
の
祝
詞
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

房
州
小
湊

静
蝶

法
の
道
ふ
み
あ
き
ら
め
て
位
山

高
き
齢
を
し
む
る
君
か
な

限
り
な
さ
齢
も
へ
な
ん
く
る
珠
数
の

玉
を
千
と
せ
の
数
と
り
に
し
て

は
る
か
な
る
六
十
路
物
坂
を
今
日
越
て

の
ほ
る
も
害
し
鷲
の
山
道

等
あ
り
、
化
導
大
い
に
振
っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
布
教
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
明
教
新
誌
」

に
、

房
州
平
郡
加
知
山
村
日
蓮
宗
妙
典
寺
住
職
藤
輪
前
厚
氏
は
同
国
同
宗
寺
院
に
説
教
を
勤
む
る
寺
ま
れ
な
る
を
欺
き
、
取
締
誕
生
寺
山

本
日
諸
氏
へ
一
書
を
呈
し
、
各
寺
毎
月
両
三
度
つ
ゝ
は
必
ら
ず
説
教
を
勤
め
し
め
且
つ
取
締
の
臨
時
派
出
あ
り
て
住
僧
其
他
の
邪
正

勉
不
を
点
検
せ
ら
る
る
様
い
た
し
た
き
旨
を
建
言
せ
ら
れ
た
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
龍
潜
寺
に
、
明
治
二
十
二
年
九
月
に
建
立
さ
れ
た
、
日
諦
の
宝
塔
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
州
小
田
原
の
細
谷
キ
ク
と
い
う

信
者
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
脇
書
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
十
六
年
余
白
小
湊
退
蔵
於
当
寺
之
時
相
州
小
田
原
細
谷
喜
久
逆
修
深
信

3

院
妙
受
日
成
信
女
寄
附
之
於
筑
前
前
田
龍
潜
寺
常
什
開
山
日
諦
記
之
二
世
日
道
代
」
と
あ
っ
て
、
彼
女
が
篤
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
諸
の
本
尊
が
五
千
幅
以
上
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
相
当
な
数
に
当
る
信
者
が
い
た
と
い
う
目
安
に
は
な
る
。

日
諦
の
本
尊

「
l
囲
い

日
諦
の
本
尊
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
半
紙
百
枚
位
の
帳
面
が
三
冊
、
「
日
諦
本
尊
授
与
幌
」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
現
存
し
な

い
。
正
確
な
数
字
は
判
ら
な
い
が
、
実
際
は
五
千
幅
以
上
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
九
州
方
面
及
び
山
口
県
・
広
島
県
、

千
葉
県
内
で
は
誕
生
寺
・
鏡
忍
寺
周
辺
に
は
、
日
諸
の
本
尊
を
保
持
す
る
信
者
が
多
数
い
る
。
又
、
山
梨
県
内
船
地
域
で
は
、
一
軒
の
家

に
数
幅
あ
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
っ
て
、
八
月
の
孟
蘭
盆
に
仏
間
に
掛
け
て
奉
拝
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
日
諦
は
本
尊
を
書
く
時
は
、
上

質
の
和
紙
を
使
用
し
た
。

日
諸
の
本
尊
は
、
最
初
か
ら
蔓
茶
羅
で
は
な
く
、
瀧
山
で
は
初
め
座
像
の
釈
迦
仏
供
養
か
ら
出
発
し
、
し
だ
い
に
立
像
釈
尊
像
に
替
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
他
、
三
宝
あ
り
、
一
字
一
石
あ
り
、
蔓
茶
羅
で
は
一
遍
首
題
あ
り
、
十
界
蔓
茶
羅
が
あ
る
。

福
岡
県
八
幡
の
寿
量
寺
什
宝
で
あ
る
日
諦
の
本
尊
は
、
明
治
二
十
年
三
月
八
日
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
南
無
草
山
田
政

日
燈
上
人
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
元
政
の
本
化
律
を
生
涯
の
目
標
と
し
、
実
践
し
た
と
い
う
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ

書
暮

れ
る
。

日
諦
の
語
録

○
皆
父
母
に
別
れ
を
告
げ
て
来
た
の
だ
か
ら
生
命
が
け
で
修
行
せ
よ
。

○
学
問
し
て
教
へ
の
高
い
立
場
な
の
に
感
心
し
て
は
つ
ま
ら
ぬ
。
全
身
に
行
っ
て
る
有
難
さ
に
感
謝
す
る
様
に
な
ら
ね
ば
い
け
ぬ
。

○
官
を
恨
ま
ず
、
僧
の
自
業
自
得
で
す
。
而
し
官
吏
の
あ
や
ま
り
は
毒
鼓
の
縁
を
む
す
ぶ
こ
と
も
、
そ
れ
こ
そ
法
難
と
し
て
受
け
て
よ

】

○

-
∨
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〇
一
っ
た
た
か
れ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
戯
憶
に
な
る
の
だ
。

○
悪
人
で
も
、
生
き
も
の
を
踏
む
と
云
う
事
は
い
け
ぬ
。
た
と
え
弥
陀
で
も
踏
む
と
云
う
事
は
法
界
に
す
ま
ぬ
。

山
本
日
諦
の
創
立
寺
院
と
縁
故
寺
院

①
瀧
山
寺

②
龍
潜
寺

③
長
光
寺

④
光
明
寺

⑤
宝
塔
寺

⑥
寿
量
寺

⑦
正
賢
寺

⑧
寂
光
寺

⑨
一
乗
寺

⑩
立
宣
寺

⑪
妙
経
寺

⑫
大
雄
寺

⑬
護
国
寺

⑭
蓮
成
寺

⑮
瑞
相
寺

山
梨
県
南
部
町
内
船
倉
ケ
平
。
日
蓮
宗
名
簿
に
な
く
、
現
在
は
村
人
で
管
理
維
持
す
る
。

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
東
区
祇
園
原
町

宮
城
県
登
米
郡
中
田
町
石
森
字
霜
降
館

宮
城
県
栗
原
郡
若
柳
町
字
上
畑
岡
大
立

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
東
区
枝
光

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
市
瀬

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
折
尾

福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
沢
見

福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
己
中
原
東

福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
大
井
戸
町

福
岡
県
宗
像
市
日
の
里

北
九
州
市
門
司
区
庄
司
町

山
口
県
下
関
市
上
田
中
町

山
口
県
下
関
市
王
喜
町
松
屋

山
口
県
嘉
川
原
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⑯
常
在
寺

⑰
経
王
寺

⑬
報
国
寺

⑩
妙
徳
寺

⑳
本
照
寺

⑳
妙
蓮
寺

⑳
本
興
寺

山
口
県
美
禰
郡
秋
芳
町
大
字
岩
永
本
郷

山
口
県
美
禰
郡
秋
芳
町
大
字
嘉
万
上
郷

千
葉
県
勝
浦
市
大
森
。
日
諦
の
附
弟
鈴
木
珠
戌
の
創
立
。

山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町
野
中
。
高
足
日
慈
に
よ
り
再
興
す
る
。

山
口
県
下
関
市
小
月
町
京
泊
。
開
山
は
目
諦
弟
子
善
済
院
日
成
、
開
基
法
孫
川
口
慈
忍
。

山
口
県
厚
狭
郡
埴
生
町
。
法
孫
川
口
妙
道
尼
の
創
立
。

山
口
県
宇
部
市
西
本
町
。
開
基
檀
越
篤
信
石
井
マ
ン
女
。
池
上
本
門
寺
塔
頭
坂
本
院
を
寺
号
移
転
、

日
諦
徒
弟
竹
若
観
峰
に
よ
り
、
本
輿
寺
寺
号
公
称
。

⑳
円
満
寺

山
口
県
宇
部
市
明
治
町
。
も
と
吉
敷
郡
宮
野
村
に
存
在
し
、
日
諦
法
孫
松
下
智
祥
に
よ
り
移
転
、
寺

号
公
称
。

な
お
、
こ
の
他
に
三
十
数
力
寺
の
縁
故
寺
院
が
あ
り
、
開
山
寺
院
を
入
れ
る
と
全
部
で
五
十
数
力
寺
に
及
ぶ
。
「
妙
法
新
誌
」
(
明
治
十
六

年
二
月
三
日
)
に
は
、
浄
泉
寺
・
広
済
寺
寺
号
公
称
出
願
中
と
あ
る
が
、
こ
の
内
、
浄
泉
寺
は
千
葉
市
中
西
町
と
思
わ
れ
る
。
広
済
寺
に
関

し
て
は
、
熊
本
県
菊
地
郡
に
あ
る
が
、
明
治
十
三
年
創
立
、
開
山
日
轟
と
記
す
の
み
で
、
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
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注
)

小

本
妙
日
臨
律
師
全
集
二
五
八
頁

㈲

筆
者
師
父
高
崎
慈
海
記
録
ノ
ー
ト

㈲

右
同

㈲

石
岡

㈲

筆
者
所
有
の
手
紙
よ
り
抜
粋



(24) (23) (22) (21) (20) (19) (18) (17) (16) (15) (14) (13) (12) (ll) (10) (9) (8) (7) (6)

「
妙
法
新
誌
」
明
治
一
六
年
六
月
一
三
日

「
妙
法
新
誌
」
明
治
一
七
年
五
月
二
三
日

「
妙
法
新
誌
」
明
治
一
六
年
二
月
三
日

「
日
宗
新
報
」

『
還
暦
祝
詞
集
』

右
同

石
岡

龍
潜
寺
発
行
『
目
諦
上
人
伝
』

「
明
教
新
誌
」

二
六
九
三
号

自
尊
資
料

「
日
宗
新
報
」

『
久
保
田
日
通
伝
』

自
尊
資
料

『
日
諦
上
人
伝
』

自
尊
資
料

『
日
諦
上
人
伝
』

龍
潜
寺
蔵

自
尊
資
料

右
同
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